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足立区ユニバーサルデザイン推進会議 会議概要 

会 議 名 第４２回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

事 務 局 
都市建設部都市建設課、ユニバーサルデザイン担当課、 

総務部総務課、福祉部障がい福祉課 

開催年月日 令和８年３月１６日（月） 

開 催 時 間 午後３時３０分 ～ 午後４時３０分 

開 催 場 所 足立区役所 中央館２階 庁舎ホール 

区長の出席 有・無 

出 席 者 

会長 

山田 あすか 委員 

署名委員 

落合 正行 委員 
内藤 久子 委員 

田中 光義 委員 金子 孝一郎 委員 田中 功一 委員 

槇野  浩 委員 猿田  純 委員 鈴木 理恵 委員 

渡邊 裕介 委員 
都市建設部長 

真鍋  兼 委員 

多様性社会推進課長 

鈴木 淳子 委員 

障がい福祉課長 

長門 忠雄 委員 
  

欠 席 者 

長澤 陽子 委員 金井 秀之 委員  

   

関係区職員 

事 務 局 

ＵＤ担当課長 ＵＤ担当係長 ＵＤ担当係員 

ＵＤ担当係員   

資 料 

 

       第４２回足立区ユニバーサルデザイン推進会議の開催について 

第４２回足立区ユニバーサルデザイン推進会議次第 

   足立区ユニバーサルデザイン推進会議委員名簿（令和７年度） 

   第４２回足立区ユニバーサルデザイン推進会議座席表 

・資料１   第４１回足立区ユニバーサルデザイン推進会議議事録 

・資料２   令和６年度実施事業評価報告書① 

・資料３   令和６年度実施事業評価報告書② 

・資料４   令和８年度の年間スケジュール（案） 

・資料５   足立区ユニバーサルデザイン推進計画の改定の検討状況につい

て 
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・資料６   ユニバーサルデザイン推進会議報告資料（アプリ連動による音

声案内の試行（実証実験）について） 

・資料７   足立区バリアフリー地区別計画（竹の塚周辺地区編）＜第一次

素案＞概要版 

・資料８   足立区バリアフリー地区別計画（竹の塚周辺地区編）＜第一次

素案＞ 

・参考資料１ 当事者等団体等向け意見聴取回答分析 

・参考資料２ 令和７年度 区民意向調査報告 

 

そ の 他 

傍聴人：有・無 （ 人） 

 その他の参加者：有・無 

・社会システム株式会社 
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（審議経過） 

開会 

 

○ＵＤ担当課長 皆様、こんにちは。定刻に

なりましたので、ただいまより第４２回足立

区ユニバーサルデザイン推進会議を始めさ

せていただきます。 

 本日はお忙しい中ご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 私は、本日の司会を務めさせていただきま

す都市建設部ユニバーサルデザイン担当課

長です。よろしくお願いいたします。着座に

て説明させていただきます。 

 それでは、皆様に３点ほど連絡がございま

す。 

 まず、本日の会議録作成のため、委託事業

者が会議内容の録音をさせていただきます。

併せて、記録として背後から会議中の写真撮

影をさせていただきますので、ご了承くださ

いますようお願いします。 

 次に、マイクの受け渡しとご発言について

ご案内いたします。次第の案件ごとに、委員

の皆様からご質問を賜ります。その際、係員

がマイクをお渡しいたしますので、お手数で

すが、ご発言の前にお名前とご所属を名乗っ

ていただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 最後に、本日の会議は１７時終了予定を目

標に進めてまいります。長時間となりますの

で、お手洗いなどはご遠慮なく適宜ご利用く

ださい。お手洗いはスクリーンを前に見て左

側の出入口を出て左手の方向にございます

ので、よろしくお願いいたします。 

 また、効率的な会議とするため、一部の承

認事項につきましては説明を省き、配付資料

の確認とさせていただきたいと思いますの

で、ご理解のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 続いて、本日の資料確認をさせていただき

ます。 

 事前にお送りした資料と本日席上配付し

た資料がございます。 

 まず事前送付資料になります。１点目とし

まして、「第４２回足立区ユニバーサルデザ

イン推進会議開催について」、「庁舎のご案

内」、両面印刷のご案内になります。「足立

区ユニバーサルデザイン推進会議委員名簿

（令和７年度）」、第４２回足立区ユニバー

サルデザイン推進会議次第。次に、資料１「第

４１回足立区ユニバーサルデザイン推進会

議会議概要」、前回の議事録になります。資

料４「令和８年度の年間スケジュール（案）」、

資料５「足立区ユニバーサルデザイン推進計

画の改定の検討状況について」、資料６「ユ

ニバーサルデザイン推進会議報告資料（アプ

リ連動による音声案内の試行（実証実験）に

ついて）」、資料７「足立区バリアフリー地

区計画（竹の塚周辺地区）第一次素案概要

版）」、資料８「足立区バリアフリー地区計

画（竹の塚周辺地区編）第一次素案」、冊子

のほうになります。続いて、参考資料１「当

事者等団体向け意見聴取回答分析」、参考資

料２「令和７年度区民意向調査報告」。 

 次に、本日席上配付した資料になります。

第４２回足立区ユニバーサルデザイン推進

会議座席表、資料２「評価報告書①」、資料

３「評価報告書②」。 

 以上が本日の資料になります。資料の不足

や落丁等がございましたら、事務局までお申

しつけください。―よろしいでしょうか。 

 なお、本日の推進会議ですけれども、定数

１５名に対し１３名の方がご出席いただい

ております。規則に基づき２分の 1以上にな

っておりますので、本会議が有効に成立する

ことをご報告いたします。 

 それでは、開会に当たりまして、山田会長

よりご挨拶をいただきます。 

 山田会長、よろしくお願いいたします。 

○山田会長 皆様、本日もどうぞよろしくお

願いいたします。 

 前回、評価の点数を確認するということで、

第一評価部会、第二評価部会それぞれから、

内容についてご報告があり、そちらで確定し

たものを基に総括意見を書き加えたものが

本日の評価報告書として示されているもの

です。今年初めての委員の方、ありがとうご

ざいました。戸惑うところも多かったかと思

うのですが、こんなふうに１年が過ぎてまい

ります。 

 ここまでで委員会の業務が１周回りまし

たので、こんなふうにしたほうがより良いの

ではないかといったご意見もありましたら、

ぜひ伺いたいところです。今日もまた皆様か

らのご意見を種々頂けるものと期待してお

ります。 

 では、どうぞよろしくお願いいたします。 

○ＵＤ担当課長 山田会長、ありがとうござ
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いました。 

 それでは、ここからの議事進行は、足立区

ユニバーサルデザインのまちづくり条例施

行規則第６条第２項に基づき、山田会長にお

願いいたします。 

○山田会長 改めまして、よろしくお願いし

ます。 

 初めに、事務局から、本日の会議の到達目

標についてご説明ください。 

○ＵＤ担当課長 それでは、本日の会議の到

達目標についてご説明いたします。お手元の

次第をご覧ください。 

 到達目標は３点ございます。１点目は、審

議・承認事項（２）令和６年度実施事業評価

報告書の確定になります。こちらは皆様に第

一評価部会、第二評価部会に分かれていただ

き評価しました報告書（案）ができましたの

で、そのご確認をいただきます。２点目は、

審議・承認事項（３）令和８年度の足立区ユ

ニバーサルデザイン推進会議の進行スケジ

ュール（案）の承認です。３点目は、報告事

項（１）足立区ユニバーサルデザイン推進計

画の改定の検討状況です。こちらは、この会

議体の根幹となる推進計画改定に伴う各種

調査結果の検討状況をご報告いたします。 

 以上となります。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 では、ただいまご説明いただきました目標

を念頭に置きまして、会議を進めてまいりま

す。 

 

審議・承認事項（１）第４１回議事録の承認

と第４２回議事録署名人について 

○山田会長 それでは、次第の２、議事の審

議・承認事項（１）「第４１回議事録の承認

と第４２回議事録署名人について」に入りま

す。 

 今、事務局より、時間短縮のため一部承認

事項の説明は省きたいという説明がござい

ました。 

 第４１回ユニバーサルデザイン推進会議

の議事録におきましては、皆様、時間短縮の

ためということで説明は省略し、事前のご一

読により、ご承認いただいたものとさせてい

ただきたいと思います。 

 また、会の途中に、いただいた修正事項が

反映されているかを確認いただいて、何かご

ざいましたら会の終了、または終わってから、

ここが直し切れていなかったと事務局にお

渡しいただければと思います。―よろしゅ

うございますか。ありがとうございます。 

 それでは、続きまして、議事録の署名人に

つきましてご説明いたします。 

 足立区ユニバーサルデザインのまちづく

り条例施行規則第１０条に、「推進会議の議

事録を作成し保存すること、また議事録は会

長及び会長が指名する委員が署名すること」

と定められております。 

 つきましては、本日の議事録署名人は私と

落合副会長にお願いしたいと思います。よろ

しいですか。 

○落合副会長 了承しました。よろしくお願

いします。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 

審議・承認事項（２）令和６年度実施事業評

価の報告書について 

○山田会長 それでは、到達目標の１点目、

審議・承認事項（２）の令和６年度実施事業

個別施策の評価の確定及び報告について、事

務局よりご説明をお願いします。 

○ＵＤ担当課長 それでは、席上配付いたし

ました資料２の「評価報告書①」をご覧くだ

さい。 

 前回の推進会議では、巻頭の総評と各施策

の総括意見を記載する前の段階で一部編集

中としてお示ししておりました。今回お示し

いたしますものは、巻頭の総評を山田会長に、

評価の対象となった各施策の総括意見を山

田会長及び落合副会長に、お忙しい中ご記載

いただき、取りまとめた完成案となります。 

 次に、資料３の「評価報告書②」をご覧く

ださい。 

 こちらは各施策の担当所管の自己評価結

果のまとめになります。前回会議でご確認い

ただいた内容から変更はございませんが、評

価報告書の①からの引き続きページ番号に

なっているため、ページ番号が若干増えまし

て、１１８ページから１５２ページまでと更

新されております。 

 説明は以上となります。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 ただいまご説明いただきました事柄につ

きまして、皆様ご意見等いかがでしょうか。 

 急には見られないかと思うので、特に気に

なる部分など、ぱらぱらとめくっていただく

時間を取りましょうか。 

 私の記憶する限りにおいて、今、２４ペー
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ジを見ながらですが、「正しく怒れ」とまで

書いたのは、１５年、６年のこの委員会の歴

史の中で初めてな気がします。にこにこふわ

ふわしているだけがユニバーサルデザイン

ではないぞというモードに、真鍋委員のコメ

ントを基にたどり着いた境地かなというの

で、面白いですね。長く続けているとこのよ

うに変わってくるのだなと思いました。 

 委員の皆様方が、第一評価部会、第二評価

部会、またそれに先立って紙面でいただいた

コメントやご意見を盛り込みマージした意

見をベースに、私と落合先生で総括意見を書

いてあります。拝見する限りは、大体皆様の

ご意見が包括的に取り込まれたものになっ

ているかと思います。 

 何かお気づきのことございますか。ここを

ゴシックの太字にして強調してほしいなど

ありますか。バランスよく書けていますかね。 

 では、めくっていただいて、何かまた気づ

くことがありましたら戻るということにさ

せていただきましょうか。 

 現時点では資料２、３は、一旦これでとい

うことにさせていただきます。 

 これはまだ公開されてないですね。 

○ＵＤ担当課長 まだ公開しておりません。 

○山田会長 お持ち帰りいただいて、もう一

回よく見てみたら誤植があったとか、自分の

意見が少し間違って入っているというとこ

ろをお気づきでしたら、事務局にお知らせく

ださい。 

 

審議・承認事項（３）令和８年度の足立区ユ

ニバーサルデザイン推進会議の進行スケジ

ュールについて 

○山田会長 それでは、一旦進ませていただ

きまして、審議・承認事項（３）「令和８年

度の足立区ユニバーサルデザイン推進会議

の進行スケジュールについて」、事務局より

ご説明をお願いします。 

○ＵＤ担当係長 それでは、事務局からご説

明させていただきます。座って説明させてい

ただきます。 

 資料４をご覧ください。令和８年度のスケ

ジュール（案）をお示ししてございます。 

 大きな特徴として３点ございます。１点目

が、推進会議や評価部会が３か月置きになる。

つまり６月、９月、１２月、３月の開催にな

ることでございます。２点目は、ユニバーサ

ルデザイン推進計画の改定作業が本格化す

る点にあります。３点目は、区民委員の公募

選考が令和８年度はあるという点でござい

ます。 

 初めに、ページの下段の表をご覧ください。

こちらは会議の日程を記載させていただい

ております。６月１１日に第４３回、９月３

日または４日に評価部会、１２月１７日に第

４４回、そして令和９年の３月に第４５回の

開催を想定してございます。評価部会につき

ましては、例年よりも時期を早めまして９月

としたく、ご協力のほどをよろしくお願いい

たします。また、こちらは令和７年度の評価

部会と同様に、第一評価部会、第二評価部会

に分かれることを想定して、３日か４日とい

うように記載させていただいております。よ

ろしくお願いいたします。 

 続いてが計画改定の作業。先ほど申し上げ

ましたが、それと推進会議との連携について

お話しさせていただきます。 

 計画改定作業の詳細は、後ほど資料５でお

示ししますので、ここではスケジュールだけ

ご説明させていただきます。 

 今、ページの上段のスケジュール表、スク

リーンにもお示しさせていただいているの

ですが、スケジュール表で言いますと、９月

の評価部会のタイミングで計画改定の時点

報告を行います。１２月に第４４回推進会議

がございますので、そこで計画の原案につい

てご確認をいただきたいと思っております。

３月の第４５回までの間に意見公募、つまり

パブリックコメントを行う予定で考えてお

りますので、その結果の内容のご確認、それ

から作成案の確認を行うような工程で進め

てまいりたいと思います。 

 最後に、令和８年度は区民委員の公募選考

の年に当たります。計画改定に伴いまして、

こちらの会議の体制がどうなるか、場合によ

っては変更が生じる可能性もゼロではない

のですけれども、一応こちらでは現行の体制

を維持する場合に、秋頃に募集案内を想定し、

冬に選考を実施するようなスケジュールを

想定しております。よろしくお願いいたしま

す。 

 私からの説明は以上です。 

○山田会長 ありがとうございます。 

 今回の令和８年度の進行スケジュールに

ついて、委員の皆様からご意見やご質問等は

ございますでしょうか。―よろしゅうござ

いますか。ありがとうございます。 
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 それでは、進行スケジュールについて承認

とさせていただきます。 

 

報告事項（１）足立区ユニバーサルデザイン

推進計画の改定の検討状況について 

○山田会長 次に、報告事項（１）の「足立

区ユニバーサルデザイン推進計画の改定の

検討状況について」です。事務局よりご説明

をお願いします。 

○ＵＤ担当係長 引き続き、事務局からご説

明申し上げます。資料５をご用意ください。 

 こちらは、前回の会議では意識調査の速報

ということで報告いたしました。今回は、そ

の後の詳細な分析結果について報告させて

いただきたいと思います。 

 また、次期計画の考え方や構成案としてお

示しした「分かりやすさ」、それから「重点

項目の設定」についても、前回の議論を踏ま

えてブラッシュアップしておりまして、改め

て今回ご意見を頂ければ幸いでございます。 

 初めに、資料５には記載しておらず大変恐

縮なのですが、次期の計画の考え方や構成に

ついての前回推進会議を行った中での主な

ご意見を２点、口頭でご説明いたします。 

 前回の意見の１点目ですが、計画のコア、

中核となる部分と、それから全体像の両立に

関するご意見でございます。 

 これはどういうことかといいますと、重点

項目を絞り込む方針にはご理解をいただい

た一方で、今後１０年、２０年と長期的に見

た場合に、広義のＵＤの全体像との整合性が

失われないように配慮が必要であるとのご

意見を頂きました。 

 それから意見の２点目でございます。「自

分ごと」というお話を前回させていただいた

のですが、それから「自分たちごと」への視

点の転換についてご意見を頂きました。単な

る自己責任に帰結させず、地域コミュニティ

とか自分たちという視点や理念を盛り込ん

で問題として捉えるべきであるというご意

見でございました。 

 それでは、前置きが長くなりましたが、資

料５の各ページについて補足説明をさせて

いただきます。 

 まずは１ページ目のスケジュールをご覧

ください。 

 赤い点線の枠でお示ししている現状分析、

意識調査、調査結果の分析、この状況につい

て今回の資料５で詳細を報告するものとな

ってございます。このスケジュール表の下の

ほうで、令和８年度について一部修正してお

ります。少し後ろ倒しになっている内容がご

ざいますが、時点修正ということでよろしく

お願いしたいと思います。 

 続きまして、２ページ目をご覧ください。 

こちらは改定に向けたおさらいというこ

とでご説明させていただきますが、今回の改

定のテーマとして「分かりやすさ」「重点項

目の設定」「不足する取り組みの実施」、こ

れらの３点をテーマの柱として整理を進め

てまいりたいと思います。 

続いて、３ページ目から１０ページまでの

間は前回の資料の再掲となります。細かい説

明は、本日は割愛させていただきますが、1

つだけ６ページ目について補足させていた

だきます。 

６ページ目をご覧ください。 

６ページ目の真ん中から下のほうに計画

の中核として整理する案をお示ししていま

す。前回の会議では①から④についてお示し

しました。これについてご意見を頂きまして、

利用という考え方、理解という考え方、行動

という考え方、あるいはそれらをキーワード

にして軸を改めて整理し直してはどうかと

いうことで前向きなご提案を頂きました。今

後、詳細の施策や事業を整理する作業を令和

８年度に予定しておりますので、その際に留

意してまいりたいと思います。 

続いて、１１ページ以降でございます。こ

ちらから今回新しく報告する内容でござい

ますので、補足ということで説明させていた

だきます。 

まず１１ページ目でございます。こちらは

当事者等の団体向け意見聴取の結果、それか

ら分析ということでまとめたものになりま

す。 

今回の調査により、推進計画の改定に向け

て今後注力すべき方向性が、記載のとおり浮

き彫りになってございます。ポイントとして

４点ございまして、①意識や情報発信に関す

る高い関心、②「心のバリアフリー」の進化、

③当事者参画による「質の向上」、④ハード

とソフトの調和を目指すといった点がござ

います。 

分析の詳細は、こちらのほか別添の参考資

料にまとめております。本日は詳細の説明は

割愛しますが、後日またお時間のある際にご

覧いただきまして、ご不明な点がありました
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ら、お気軽に我々事務局までご連絡をいただ

けたらと思っております。 

続きまして、１２ページ目をご覧ください。

１２ページ目は本年１月１８日に実施し

た一般区民向けの意見聴取、これはパネル

をお示ししてシールを貼ってもらうよう

なやり方で意見聴取を行いました。その概

要について記載してございます。こちらは

ユニバーサルデザインに関するイベント

ということで講演会を行いましたので、そ

この会場で来場者に、今後、区に最も力を

入れてほしい取組をパネル投票いただい

たものとなっております。 

１３ページ目に、この集計結果がございま

すのでご覧ください。得票の上位として、一

番多かったのが自転車などの交通マナーの

向上、それから２番目が公衆トイレの改修、

こういった状況になりました。 

こちらの左下の分析結果①にありますと

おり、総得票の６割以上がソフト施策に集中

しております。区民の関心の主軸が、インフ

ラの整備からマナーとか合理的配慮といっ

たソフト面へ移行していることがうかがえ

ます。 

これらを踏まえた今後のＵＤ推進の方向

性として、右下にお示ししているとおりでご

ざいます。これまでの成果を土台としつつ、

整った環境を適切に運用する質的な向上を

主軸に据えたいと考えております。 

続きまして、１４ページ目でございます。

１４ページ目から後ろは、これまでの調査結

果を踏まえた具体的な改定案の骨子となり

ます。 

１４ページ目は、現計画で不足している取

組に関する検討事項を記載しております。

「心のバリアフリー」、情報のアクセシビリ

ティのさらなる充実化、災害時の「安全・安

心」の３点の期待が高まっている状況でござ

います。 

続いて、１５ページ、１６ページ目は計画

の「分かりやすさ」に関する検討を記載して

ございます。どのような場面で、誰が困らな

くなるかという具体的な利用シーン、場面想

定を入り口に据えるということを目指した

いと考えております。 

具体的には何を言っているかというと、施

策群の名称に反映していくようなことが考

えられまして、例として表にお示しさせてい

ただいているとおりでございます。 

続いて、１７ページ、１８ページの内容で

ございます。こちらは「重点項目の設定」に

ついて、限られた時間・体制の中で確実に改

善、スパイラルアップを進めることを目的と

して、４つの基準で選定する案をお示しして

ございます。 

１７ページ目は、課題の密度や緊急性、そ

れから命と安全の保障。１８ページには、実

効性の追求ですとか波及効果・モデル性、そ

ういった視点から事業を選定する案となり

ます。 

それから、１８ページの枠の下に、小さい

文字で大変恐縮なのですが記載していると

おりでして、上記に当てはまらないものとし

て、「現状維持・継続管理」「職員育成」「法

令遵守」といったものがありますが、これは

取組を軽視するものではなく、粛々と進めて

いきたいと考えてございます。 

続きまして、１９ページでございます。 

こちらは進行管理のアップデートについ

てです。全ての施策を均一に扱うのではなく、

今後は重点項目に委員評価を集中させるこ

とで、改善の速度と成果を上げていきたいと

考えております。 

また、評価の着眼点も、単なるバリアの除

去という数値の目標だけではなく、どういう

状況になれば理想的かというビジョンの達

成度を測る評価に重きを置いていきたいと

考えております。そのためには、右下に記載

しておりますように、アウトカム評価指標、

成果指標という言い方をするのですが、こう

いったものを引き続き設定していきたいと

考えております。 

最後に、資料には記載していない内容を１

点申し上げさせていただきます。 

委員の推進体制、委員の構成の考え方、そ

れからの推進会議の具体的な体制までは資

料に示せておりませんが、この会議体とは別

にバリアフリー協議会という法定協議会が

ございます。これらとの連携・検討について、

以前も会長はじめ委員の方々からもご意見

を頂いているところでございます。例として、

ＵＤでやっているような第一評価部会とい

うハードの点検というのがあるのですが、ハ

ードの点検の一部はバリアフリー協議会、障

がい者団体の方々とか、区民の方々がご参画

いただくような部会とか、まち歩き点検、そ

ういったところで補っていく。第二評価部会

でやっていくようなソフトの課題というも
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のはＵＤ推進会議で深掘りをしていくなど、

お互いの委員が相互に参加し合う体制とか、

連携するようなことを検討していきたいと

考えております。 

ここまで説明が長くなりましたが、資料５

の説明は以上とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○山田会長 ありがとうございます。 

ちょっと資料が多いので時間かかるかも

しれないのですけれども、ご意見等いかがで

しょうか。 

確認ですが、１７ページからの「重点項目

の設定」に関する検討として、あくまでもこ

れが重点項目なのではなく、この４つの観点

から重点項目を設定しますよという重点項

目設定のための視点ですよね。 

○ＵＤ担当課長 事務局です。 

会長の言うとおりになります。 

○山田会長 これは「波及効果・モデル性」

の項目に内包されるのかもしれませんが、

「自分たちごと」というキーワードを拾って

いただいています。それを重視するというこ

とだと、区民の皆さんの参加とか自治の意識

の向上をどう誘発できるかを強調されると、

ストーリーがいいように思います。というこ

とで、ここにそのキーワードを入れてほしい

というのが骨格かなと思いました。 

それと、今のご説明に当たって、区民への

意見聴取を足立区「ほじょ犬って知ってる？」

講演会来場者に聞いたので、それをベースに

していますという筋道に見えてしまうので

すね、１２、１３が。論文だったら、「なぜ

そうしたのか」という突っ込みが入るところ

でして、なぜ「ほじょ犬」をテーマにした講

演会を意見聴取対象にしたのかとか、「ほじ

ょ犬」の講演会にはどんな人が何人ぐらい来

ていたかという属性の偏りについての検証

とかが全くなくこれが出てくると、妥当性に

疑問がわきます。この意見聴取自体は結構な

のですが、この１回を基に決めましたという

ように見えて、これが外に出ていく資料にな

るのであれば反対です。ほかにも複数の機会

があるとか、例えば区役所の前のところでご

来庁の皆様に、少なくとも区に来庁した方と

いうのは、何がしか区政との関係がある方た

ちですから、そういう方たちにお聞きすると

いった機会が要るのではないですか。もし資

料として有効なものに使うのであれば。大き

く気になるのは、そこかなと思うのですけれ

ども、事務局はいかがですか。 

○真鍋委員 ありがとうございます。都市建

設部の真鍋でございます。 

私のほうから事務局に１点指示している

ことがありまして、現在、都市計画マスター

プランも同時に改定をしています。その中で

やはり若年層への意見聴取であったりとか、

少しアプローチ、ウイングを広げてやってく

ださいというお願いをしています。「ほじょ

犬」の講演会、イベントに来てくれた方、そ

れはそれでいいんですけども、確かに言うと

おり属性がよく分からない。幅広に来ている

のです。ですので、その方の意見がそのまま

全てということでありませんので、繰り返し

になりますが、今回改定するのであれば幅広

の意見を聞くということで、今、事務局が説

明した方向性は間違ってはいないと思うの

ですが、ここだけ切り取られるとおかしな話

になってしまいますので、そこは注意して。 

繰り返しになりますが、都市計画マスター

プランと同じ部署でやっているものですの

で、あまり代わり映えがしないように。目的

は違いますけども、でも一緒なのです。よい

まちをつくっていきましょうというのは、都

市マスもユニバーサルデザインの計画も一

緒ですので、その視点は忘れずに進めていき

たいと思っております。こんな感じでござい

ます。 

○山田会長 ただいまのご意見で、大きく方

向が違っていないという言及がございまし

た。そのとおりかと思う部分もあるのですが、

例えば、みんなが問題だと既に思っているこ

とは十分周知されていることだという理解

もできます。ここで課題としての指摘数が小

さいものこそ、区がちゃんと啓発や対応をし

なければいけないのではないですかという

考え方もありますよね。ですので、顕在化し

ているニーズだけを対象にするのだという

ようなストーリー構成にはしないでいただ

きたいというのは強く思います。 

例えば、ここには「多様性に関する支援」

という言葉の中に、移民や難民としてごく一

部受け入れている方のことなどもあるのか

もしれませんが、この「多様性」という言葉

で、どれだけのことを想定してやっているの

かは、実はちょっと分からないところがあり

ます。「地域共生」という言葉も例えばない

ので、障がいのある方や何らかの困難を持っ

ている方たちについてどうですかというよ
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うな言及も特にない。だから、この項目設定

だとか、票が集まったからそれが優先なんだ

ねというのは、ちょっと違うだろうという感

覚があります。 

そういう意味でも、このアンケートの扱い

自体に不思議な位置づけだなと思うところ

がございまして、参考なのですけれども、今

この資料では、このアンケートをベースに組

み立てましたという流れになっていますね。

それは明確に反対です。外に出ていくのだと

したら、「例えばこういうこともやったので

けれども」みたいな、あくまで参考の位置づ

けでしょうね。 

○真鍋委員 一例として挙げたということ

でしょう。 

○ＵＤ担当課長 そうです。１０ページに書

いてあるのですけれども、ここだけではなく

て、団体の意見聴取としてはいろいろな団体

とか、子育てサロンに行ったり、いろいろほ

かにも聞いておりまして、今回は補助金のこ

とだけピックアップはしてあるのですけれ

ども、ほかにもいろいろ聞いてまとめており

ます。 

○山田会長 ありがとうございます。 

ごめんなさい。私ばかりしゃべって。掲示

パネルの例で「子育てに関する支援」とある

のですけれども、私はこれについて意見を聞

かれたとしたら、「なぜ周産期から入らない

のか」と言ったと思います。取組の例で「妊

娠・産後」と書いてございますけれども、子

育てに関する支援としてはプレ期からの支

援が必要だと考えます。ということは、私は

このパネルを見たことがない。私はこの①か

ら⑪について「そうですね、こういうふうに

選択肢が整理できますね」というものに「そ

うだね」と言った記憶がない。ですから、「こ

のユニバーサルデザイン推進会議が、これを

ベースに進めていきますよ」と言われると

「何でそうなったんだっけ」という違和感が

あります。 

すみません。私ばかりしゃべってしまった。

皆さんいかがでしょうか。 

○落合副会長 落合です。 

先ほど確かに言われて、この調査が軸にな

っているような見え方をしているのですけ

ど、例えば、ほかにこういう調査がやられた

とか列挙することは可能でしょうか。あとは、

そこから意見が出たものも、こういうことが

共通だったとか、そういうほかの調査の内容

であったりとか、そこからの回答の例が挙げ

られるのかどうか。そこも聞いておいたほう

がいいかと思いました。お願いします。 

○ＵＤ担当課長 １１ページに、ほかの意見

をまとめた分析結果については回答させて

いただいておりまして、１２ページから補助

犬協会について特記した形の回答は記載し

ている状況になっております。 

○真鍋委員 今、落合先生からお話がありま

したけれども、ＵＤの改定の方向性を目指す

ときに、先ほど山田先生からお話があったと

おり、どういった属性で、どういう意見が出

てきて、それを集約するとこういう方向です

よねという一本通ったものがあった上で、こ

の改定の話をしたほうがいいのではないで

すかというふうに私は受け止めたのですけ

れども、事務局もその辺は理解しているとい

うことで。何か変なことでミスリードするの

ではなくて、きちんとエビデンスを持って、

その上でやりましょうというご意見だと思

いますので、そのようにさせていただきます。 

○山田会長 ありがとうございます。 

特に数の話になると、マイノリティへの構

造的暴力を我々の決定のプロセスにおいて

追従してしまう可能性があります。いわゆる

障害があると言われている方たちは大体

５％ずついますよね。子育て世帯も今はすご

く少ない。そうすると全体の５％しかこれは

重要だと言わなかったから，区としても大事

ではないですねとなると、それは、明確に違

います。ですから数だけをベースに話してほ

しくない。真鍋委員が今おっしゃったように

エビデンスベースで進めていきたいという

ところと、ニーズありきやニーズ追随型の考

え方だけではなくニーズ誘導型のお話も、区

なのでぜひしていただきたいです。よろしく

お願いします。 

すみません。またしゃべってしまった。い

かがでしょうか。ちょっとゆっくり見ましょ

うか。 

これも今聞いたほうがいいですか。参考資

料１の「当事者等団体等向け意見聴取回答分

析」ですが、今オレンジ色でタグづけられて

いる資料の１１ページの下に「詳細なものは

こちらを見てください」とあるのですが、こ

れは流れとしてはそうなっているのですよ

ね。これは今要りますか。 

○ ＵＤ担当係長 事務局でございます。 

詳細の説明は今回割愛する予定ではいた
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のですが、そもそも参考資料１というのが当

事者等団体等向け意見聴取の回答の内容と

分析したものということになります。 

どういった団体さんにどのようなことを

聞いたのかということと、傾向というのが１

ページ目に書いているようなものとなって

いまして、２ページ目以降が具体的な設問を

書かせていただいているもの、それから回答

を並べさせていただいているものというよ

うなことになります。 

団体さんは、障がい特性別に組織していま

すので、それぞれに聞かせていただいたとい

うことと、聞き方は今のユニバーサルデザイ

ン推進計画という４つの柱、「ひとづくり」

「くらしづくり」「まちづくり」「しくみづ

くり」といったところを観点に聞かせていた

だいた。特に満足しているものと、それから、

もうちょっとここを取り組んでほしいとい

うようなところを聞かせていただいている

ということで、それをまとめたものとなって

おります。 

先ほど私からは説明できなかったのです

けれども、こういった障がい者団体さんの意

見聴取とパネルで聞いた内容以外に、足立区

の世論調査で聞いているような一般的なも

のにはなるのですが、そういったところの中

でも、「日常生活の中で高齢者や障がいのあ

る方などに配慮していると感じるか」という

ような聞き方をしていたりはするのですが、

そういったところは世論調査のパーセンテ

ージで得ているものがございます。 

細かいような分析というところまでには

今はなっていないのですが、区の全体で１，

５００弱の調査をしたところで、パーセンテ

ージでいうと４０％を超えているというと

ころではあるのですが、まだ５０％には行っ

ていない状況であるとか、そういったところ

を今申し上げた世論調査とかも使いながら

分析していかなければいけないのかなと思

っているところでございます。 

すみません。長くなりましたが以上です。 

○山田会長 ありがとうございます。 

ほかのメンバーの皆様からいかがでしょ

うか。いきなり読み切れないですかね。 

そうしましたら、この話については一旦こ

こまでということにさせていただきまして、

報告に進みたいと思います。 

 

報告事項（２）アプリ連動による音声案内の

試行（実証実験）について 

○山田会長 報告事項（２）の「アプリ連動

による音声案内の試行（実証実験）について」、

事務局よりご説明ください。 

○ＵＤ担当課長 資料６をご覧ください。 

前回の会議で紹介したアプリ連動による

音声案内の実証実験ですけれども、実証実験

期間を３か月間延伸し、令和８年６月末まで

とすることにいたしましたので、ご報告いた

します。 

延伸の理由は３点あります。資料６の３番

になるのですけれども、１点目はコードの読

み取り不具合により実証実験の開始が遅れ

たことです。２点目は、実験の分析をするた

めの回答がまだ少ないことです。３点目は、

それに伴い有効性や安全性、課題等の検証と

必要性の見極めに必要な期間が確保できな

いということになります。このため、先ほど

申しましたとおり、実験期間を令和８年６月

まで延伸いたします。 

なお、この実験のアンケートは、障がいの

有無に関わらず誰でもお答えいただけます。

区のホームページで随時受け付けておりま

すので、皆様方の忌憚のないご意見等をよろ

しくお願いいたします。 

説明は以上となります。 

○山田会長 ありがとうございます。 

こちらのお話についてですけれども、委員

の皆様からご意見、ご質問等はございますで

しょうか。 

特段ないようなのですが、この意見聴取に

寄せられた意見のもっと詳しい分析がある

と思うのですが、どういう方にとっては使い

やすくて、どういう方には使いにくかったか

なども、ぜひ機会があれば見たいですね。全

盲の方には分からないけどとか、ロービジョ

ンの方だったら使えるけれども、そうではな

いとそもそも使いにくいという話なのかと

か。お仕事をされている方は、スマホは分か

るけれども、ふだんからスマホ操作をしてい

ない人にはやはり難しいみたいなことなの

か。例えば、外出機会が既に十分多い方たち

にとって分かりやすくて、まだまだ出られな

いという方に、これがあまり寄与してないと

いうことであれば、見えにくい人、見えない

人の中での移動しやすさの格差がますます

広がるのだなという分析になったりとか、そ

のようなところが見えたら勉強させてくだ

さい。 
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報告事項（３）足立区バリアフリー地区別計

画の策定の検討状況について 

○山田会長 それでは、報告事項の次に進ま

せていただきます。 

報告事項（３）「足立区バリアフリー地区

別計画の策定の検討状況について」、事務局

よりお願いします。 

○ＵＤ担当課長 資料７、資料８をご覧くだ

さい。 

「竹の塚周辺地区の策定の検討状況につ

いて」になります。前回の会議では、まち歩

き点検の実施報告をいたしましたけれども、

今回は３月までの検討結果の成果のまとめ

として、第一次素案の概要版と本編の作成を

いたしましたので報告いたします。 

資料７の２ページ目と３ページ目をご覧

ください。 

竹の塚周辺地区は対象エリアが広いため、

駅周辺の「ウォーカブルエリア」と周辺部の

「ネットワーク形成エリア」の２層構造の考

え方で計画策定を進めていきます。 

続きまして、資料８の冊子のほうでご覧い

ただければと思うのですけれども、前回報告

しましたまち歩き点検について詳細の結果

を記載しております。 

１点補足いたします。前回の会議で委員か

らお話がありました、まち歩き点検のバスの

移動についてです。 

まち歩き点検で実際起こったのですけれ

ども、バスの車椅子スペースが１台分しかな

く、途中からバスに乗る予定だったのですけ

れども、前に乗っている方がいらっしゃいま

して、１台分しかなかったので乗車できなか

ったという結果がありました。その件につい

ても、９７ページの「その他ご意見」で記載

させていただいております。バス事業者のほ

うにも課題としてご報告させていただきま

した。 

この計画策定については、今後も引き続き

作業を進めていきます。６月に改めてバリア

フリー協議会の部会を行いながら、事業内容

の詳細をまとめていく予定となっておりま

す。 

説明は以上となります。 

○山田会長 ただいまのご説明について、委

員から何かご意見、ご質問等はございますで

しょうか。―よろしゅうございますか。 

前回それぞれご指摘いただいたことなど

は直っていますでしょうか。大丈夫そうです

か。 

それでは進ませていただきまして、最後の

議題になります。「その他」です。皆様から

のご意見ですとか、先ほどちょっと飛ばして

しまったのですけれども、今一連したところ

で、やはりお話ししておきたい等はございま

したか。何でも結構ですが。年度末ですし、

これに限らず。「分からない」というクレー

ムでもいいですけれども。ぱっと出されても

資料の見方が分からないとか、議論のポイン

トになるところが分からないので、ちゃんと

司会がさばけとか、忌憚のないご意見を賜れ

ればと思うのですが。―よろしゅうござい

ますか。 

金子委員は大丈夫ですか。まち歩き点検で

おっしゃっていただいたことなどは十分入

っていましたか。 

○金子委員 入っています。 

○真鍋委員 今日、ユニバーサルデザイン推

進会議の前にバリアフリー協議会が別口で

ありました。私は都市建設部長として、基本

的には道路とか公園の維持管理部門を所掌

している部でありますので、いろいろご意見

を賜りまして、最近やはり道路の段差の話が

非常に多く頂いています。昔はよかったので

すが、今の時代ですと、一例を申しますと、

宅地から車の出入りのために、いわゆる切り

下げというものをやるのですが、これが急勾

配になっていまして、車椅子ですとかなりの

角度になるものもあります。今、新しく整備

している道路に関しては、技術的な話をして

申し訳ないですが、セミフラットといいまし

て、多少は上がっているのですけれども、車

道と歩道の高さがあまりない。昔の場合は、

技術的にはマウントアップ方式といって、多

分１５ｃｍぐらいがくっと上がっているよ

うな感じでして、あれはあれでメリットがあ

るのですけれども、やはりバリアフリーの観

点から今の時代にはあまり即していないの

かなと思っています。適宜改修はしていきた

いというふうに思っております。 

実はこの話の延長上で、今は道路の話をし

ましたが、先週の金曜日に、ちょうど足立区

議会第１回定例会が開会中でございまして、

予算の審議であったり、私どもユニバーサル

デザインの関係は建設委員会という委員会

を所掌しておりますので、今回ユニバーサル

デザインの評価の結果については委員会に
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報告しました。そのこと自体は特に問題ない

のですが、先ほどの道路の話と一緒でして、

既存の建物についても、やはり昔の基準で造

っている関係上、階段がきついとか、スロー

プがないであったり、そういうものが往々に

あります。委員から指摘がありましたとおり、

合理的配慮ではないですけれども、極力改修

できるところは改修していきたいと思って

おります。 

ですので、実はバリアフリー地区別計画と

いうものを法定協議会でつくらせていただ

きましたけれども、ある程度めり張りはつけ

ざるを得ないところあります。すべからくや

るのはなかなか難しいので、この中央本町付

近も計画に基づいて段差解消などをやって

きているのですが、先ほど会長も言われまし

たのでお分かりかと思いますが、計画をつく

って終わりということではありません。ユニ

バーサルデザインもそうなのですけども、つ

くっただけでは意味がないので、つくったも

のをいかに計画的に改善して、当然見直しも

途中で必要でしょうということで、やってい

きたいと思います。 

私もこの仕事に携わって随分になります

けれども、単純に分かりやすいようで分かり

にくいところもあるので、皆さんがふだんか

ら何か気がついたところがありましたら、事

務局に忌憚のないご意見を寄せていただけ

ればよろしいかと思いますので、よろしくお

願いします。 

以上でございます。 

○山田会長 ありがとうございます。 

ほかに委員から何かコメント、ご意見等ご

ざいますか。―よろしゅうございますか。 

○ＵＤ担当課長 事務局から補足させてい

ただきます。 

まち歩き点検は、詳細が書いてありますけ

れども、ご指摘いただいている点については

各担当所管のほうに伝えております。直って

いないところもあるのですけれども、かなり

改善して直っているところも多いですので、

指摘されたところをご覧になっていただい

て、点字ブロックとか補修してあるところを

見ていただければと思います。よろしくお願

いいたします。 

○山田会長 ありがとうございます。 

お互い協働しましょうというところで、さ

っき書いていただいていましたけれども、こ

ちらのメンバーからのご参画もぜひお願い

したいところです。 

ほかに特になければ、議事としては終了さ

せていただきます。 

それでは以上です。進行を事務局にお返し

します。 

○ＵＤ担当課長 山田会長、ありがとうござ

いました。 

本日は、皆様にはお忙しい中、区役所まで

お越しいただきまして、誠にありがとうござ

いました。 

次回の第４３回推進会議ですけれども、資

料４の年間スケジュール（案）にございます

とおり、６月１１日（木曜日）の午後３時半

から開催予定でございます。場所は区役所の

南館の１２階の会議室を予定しております。 

なお、別の会議体でありますバリアフリー

協議会と同日開催を予定しております。バリ

アフリーのほうが前半の開催、ＵＤ推進会議

が後半の開催となります。 

次回の推進会議の内容は、各事業の進行管

理方法の確認や評価部会で実施する事業の

議論、ＵＤ推進計画改定の検討状況などを予

定しております。 

それでは、以上をもちまして、第４２回足

立区ユニバーサルデザイン推進会議を閉会

といたします。皆様、どうもありがとうござ

いました。 

○真鍋委員 ちなみに先週の９日に人事異

動が発表になりまして、管理職は２３日なの

で、まだなのですけれども。ユニバーサルデ

ザインの事務局は若干変わるのですけれど

も、基本的には、継続的にやっていきたいと

思います。多分私は残るのではないかと思い

ますので、引き続きよろしくお願いします。

こればかりは分からないものですから。 

○ＵＤ担当課長 最後に事務連絡です。 

車でお越しの方は駐車券をご用意してお

りますので、お帰りの際に事務局までお申し

出ください。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

閉会 

 


